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全国地域人権運動総連合常任幹事会 

 

参議院選挙勝利のために―全国人権連の声明 

―安倍政治を終わらせ、憲法が活きた希望ある政治へ 

「市民と野党の共闘」の力を発揮し、参議院選挙で必ず勝利しようー 

 

全国人権連は昨年の全国大会で、「地域人権憲章」の実現と、政党支持

の自由を保障し、安倍改憲を許さず、「市民と野党の共闘」前進の方針を

決定し、6 月 7 日の幹事会では国政選への具体的対応を確認した。 

来るべき参議院選挙は、憲法９条をはじめ人権・民主主義の条文改悪を

国会に提案しようとする戦後最悪の安倍政治の継続を許すのか、それとも

安倍政治を終わらせ、憲法が活きた希望ある政治に踏み出すのか、日本の

命運を左右する政治戦である。 

安倍政治は、「安心 100 年」を言いながら生活保障の年金底上げや社会

保障の充実などを行わず、自助の備えを促すだけである。また排外的国家

主義をあおる安倍政権の言動は、人種民族国籍をはじめとする様々な差別

主義を容認する土壌となっている。さらに、アメリカの欠陥兵器の爆買い、

公的決裁文書の改ざんなど目に余る国政私物化、電波・官僚人事をはじめ

とする独裁的国権主義の暴走を続けている。安部政治こそが差別主義温存

拡大の元凶である。人権と民主主義を守り、差別主義を許さないためにも

野党共闘の勝利が必要だ。 

「市民と野党」は、安保法制＝戦争の廃止、立憲主義の回復を原点にす

え、▽憲法改定・発議阻止▽沖縄辺野古の新基地建設中止▽福島第１原発

事故の検証がないままなどの原発再稼働を許さない▽１０月からの消費

税１０％増税反対―という国政の根幹部分で共通の旗を打ち立てた。これ

を受けて各選挙区では地域の実情に応じた豊かな協定を結んでいる。 

勝利のカギは、本気の「市民と野党の共闘」を全国各地で発展させるこ

とであり、そこに勝利の保障がある。 

全国人権連常任幹事会は、「市民と野党の共闘」の力を発揮し、野党統

一候補の勝利、「３つの共同目標」を掲げ「市民と野党の共闘」の発展を推

進する政治勢力の躍進へ、全国の組織がともに全力をあげることを呼びか

ける。 


